


























































1.目的 

産婦人科領域全般にわたって,重要な合併症である血栓や DICの発生原因,機序については

殆ど解明されていない。そこで,本協力研究班はまずその実態調査を行ない頻度や背景因子

について検討し,さらに,妊娠をはじめとし,婦人科領域の悪性腫瘍など各種病態における

臨床症状,血液凝固学的因子などについてその経過を検討し,血栓や DIC の発生と各症状,

各因子との関連について詳しく検討した。それらの成績を基本にして血栓診断法,発症の予

防法などの指針を作成することを最終目的とした。 


